
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
かながわジュニア・フォレスター教室 第 2回「森で遊ぼう」（撮影 松田 三一春） 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて 秋の鎌倉で谷（やつ）の自然と歴史を探る～佐助、扇ガ谷を訪ねる～ 

＜下見＞ 

日 時：11 月 13 日（水） 

集 合：JR 横須賀線鎌倉駅西口 改札外 10：00 

＜本番＞ 

日 時：11 月 20 日（水）、23日（土） 

集 合：JR 横須賀線鎌倉駅西口 改札外 9：10（詳細は別途連絡いたし  

ます） 

 今回は大橋が企画しています。 

 本番だけの参加に関しては、参加費及び保険料の負担はありませんが、

サポートスタッフとして、一般参加者に関するお手伝い等をお願い致し

ます。是非、本番にはご家族やご友人をお誘い下さい。一般の方は、参加コース名、参加年月日、名前、住所、

電話番号、高校生以下は学年を書いてお申し込みください。詳細はホームページをご覧願います。 （大橋記） 

活動予定 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお知

らせ下さい。  

日 時：11 月 18 日（月）、12月 7日（土）、16 日（月）、23日（月） 10:00～14:30   

集合場所：久右衛門邸 📩：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp  ☎：090-1542-2154      （田中（真）記） 

 

★■湘南の森 

日 時：11 月 30 日（土） 台風の被害確認・復旧作業ほか。 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。📩：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。ＨＰ：http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                   （吉井記） 

 

★■ヤビツの森 

日 時：11 月 16 日（土）10：00～15：00 

場 所：丹沢ヤビツの森 

作業内容：植樹の下草刈り、点検、植生保護柵・鹿よけネットの点検など。 

集合場所・時間：秦野駅南口 9：20、またはヤビツの森作業現地 10:00 

持ち物など 

（1）山の作業に適した服装（山歩きの靴、作業用の手袋）、傾斜地なので、滑りにくい靴を履いてください。 

（2）昼食、飲み物など、食事の時に下に敷くシート。 

（3）簡単な防寒具。作業用具、鎌、ヘルメットは貸していただけることになり、個々人での用意は不要です。

鹿よけネットの取り外しを行うことがあります。カッターをお持ちください。 

参加される方は、吉井のアドレス yoshiit@green.ocn.ne.jp あてにお願いします。 多くの皆様の参加をお

願いします。車を出していただける方、大歓迎です。車の場合はルート概要を、同乗をご希望の方はピックアッ

プ希望場所を書いてください。参加ご連絡をいただいた方には交通手段の調整をし、作業などの詳細をお知らせ

します。                                         （吉井記） 

  

★■フォレスト21「さがみの森」 

日 時：11 月 24 日（日）、12月 14 日（土）、22日（日） 定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送迎になります。 

申し込み：「さがみの森事務局」 

☎：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 📩：sagami@moridukuri.jp              （菅原記) 

 

■室内勉強会 

日 時：11 月 15 日(金) 18：00～20：00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム 

テーマ：「ダニの話」  

講 師：JFIK 上野 潤二さん（21年）  

参加費：500 円 

mailto:m.tanaka@feel.ocn.ne.jp
file:///C:/Users/KAZUOMI%20KOIKE/Desktop/yoshiit@green.ocn.ne.jp
http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:sagami@moridukuri.jp
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概 要：ダニと聞くと、日本紅斑熱、SFTS、喘息の原因となるなど、あまり良い印象が持たれていないと思いま

す。しかし、人に害を及ぼしているダニは全体のごく一部にすぎません。ダニは種類が多く様々な場所で生活し

ています。森の中で人知れず落ち葉を分解し生態系で重要な役割を果たしているものもいます。ダニの世界をよ

りバランスよく知ってもらえたらと思います。                         （講師記） 

 

※皆様の参加をお待ちしています。資料準備のため、11 月 13 日（水）までに申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原秀敏 📩：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 当日の緊急連絡先：090-2636-1381 

※これからの室内勉強会の予定（参加募集は、約 1か月前） 

  ○ 12 月 13 日（金）テーマ「ナノの世界を覗く（仮題）」講師：片桐和彦さん（29 年） 

  〇 1 月は、新規合格者歓迎会・新年観察会がありますので、室内勉強会はお休みです。 

 

■森こい倶楽部第十九回  

会員の皆様、下記ご案内しますので、ご参加お待ちします。ご家族、ご友人も大歓迎です。 

従前ご案内の鎌倉獅子舞は台風被害で通行が出来ず、下記に変更しますので、ご了解ください。 

テーマ：浦島太郎伝説の神奈川宿名木古木を巡る（神奈川区） ワンテーマ：宿場町の樹木  

東海道五十三次・三番目の宿場で、神奈川県の名前の由来にもなったのが神奈川宿です。都会の中にあって、

昔の宿場の風情がよく残っています。幕末の日米修好条約後、神奈川宿が開港場となり、多くの寺院が外国領事

館に充てられました。浦島太郎伝説が伝わる寺社や地名も多くあります。点在する名木古木などの樹木も、苦労

しながら、そうした歴史をじっと見つめてきたようです。人間の歩みと自然が残る興味深いエリアをご一緒しま

しょう。歩行 5㎞予定。 

日 時：12 月 1 日（日） 

集 合：京浜急行子安駅改札 10:00（時間厳守） 

案内人：石川雄一（25年） 

参加費：500 円（保険込） 

コース：子安駅🚻→連法寺→浦島地蔵→笠のぎ稲荷神社→金蔵院→熊野神社→高札場（地区センター🚻）→慶運

（浦島）寺→本陣跡→権現山（昼食）🚻→洲崎大神→本覚寺🚻→高島公園→台場の茶屋（田中家）→鶴屋町（解

散）15:00 

少雨決行：荒天で中止する場合は、前日 17:00 頃までに JFIK メールでご連絡します。 

所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記用具など。 

お問合せ、ご参加の方は、11月 30 日までに、久野宛ご連絡ください。 

📩：masakihisano77@yahoo.co.jp ☎：090-8280-1816 

 

新春の予定は以下です。 

1 月 12 日（日、第二週）、小野路の里山（町田市） 

2 月 2日（日）、磯子の丘鎮守の椎と梅林（磯子区） 

3 月 1日（日）、鶴嶺神社と氷室椿園（茅ヶ崎市）                      （久野記） 

 

■野外研修 「越冬昆虫研修」 

日 時：12 月 6 日（金）、12月 10 日（火） 

定 員：各回 5名 

場 所：忠生公園（町田市） 

集 合：10：00 忠生公園自然観察センター入口 

mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp


JFIK 会報 2019 年 11 月号 

- 4 - 

 

講 師：池田倫子 

概 要：園内にあるエノキの根元で、どのチョウがどのくらい越冬しているか調査します。 

    ほかに、越冬している昆虫を探しながら、いろんな越冬形態や生態をさぐっていきます。 

    調査も兼ねて、一般入園者が入れないエリアをご案内します。 

昨年同様、業務の支援がメインとなりますので、参加費はいりません。 

雨天中止（雨天が予想される場合、前日 MLに流します）、14：00 頃解散予定。 

※汚れてもいい服装で 

※忠生公園への行き方 

町田バスセンターから、小山田桜台行き、または下山崎行きバスで「忠生公園前」下車。または、同センターか

ら図師経由野津田車庫行き、小山田行き、淵野辺駅行き、橋本駅行きバスで「忠生公園入口」下車、徒歩 2 分。 

平日なので町田市民バス「まちっこ」（相原ルート）が利用できます。 

お車の場合、平日なので駐車場は無料です。 

申し込みは前日までに池田倫子まで 

（申し込みの際、当日連絡の取れる携帯番号をお知らせください） 

☎：080-6511-1503 📩：kusu1@pop12.odn.ne.jp 

 

★■お話しサロン（鎌倉） 

日 時：11 月 30 日（土）14:00～16:00 大路ビル 3階 A教室 

テーマ：「飛行の理論と飛ぶ生き物たち」 

峯岸正憲氏（全国森林インストラクター神奈川会） 

会場の詳細などは、直接、鎌倉風致保存会（0467-23-6621）まで。 

 

 

■2019 年かながわジュニア・フォレスター教室 第 2回｢森で遊ぼう｣ 

日 時：10 月 19 日(土) 8：30～16：00 曇時々雨 

場 所：県立秦野戸川公園園路及びバーベキュー場 

参加者：30 名 

スタッフ：角田、梶浦、中澤(均)、中澤(靖)、西岡、久野、福田、松田、村山、山内、渡邉 

公益法人かながわトラストみどり財団：古舘彩子 

看護師：青木伸也 

概 要： 

前日からの雨で開催が危ぶまれましたが、当日 9時頃より雨が

上がるとの予報で実施することにしました。 

スタッフは 8時 15 分県立秦野公園パークセンター前に集合、

朝礼後 8時 30 分よりパークセンター左のケヤキの樹の下で受付

開始。多少のキャンセルもありましたが、例年とほぼ同じの 30

人参加者となり予定通り 5班に分けることにしました。 

 芝生広場に移り 9 時 15 分より開会式とオリエンテーション。

かながわトラストみどり財団古舘さんの挨拶のあとスケジュール

等の紹介、安全についてはヒルとスズメバチとに注意すること、

特に増水した川に近づかないようにと説明をしました。体操で身

活動報告 

 

動植物の観察 

mailto:kusu1@pop12.odn.ne.jp
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体をほぐした後、班別に分かれて出発。最初は芝生広場からバーベキュー場までの園路を辿りつつ、ビンゴゲー

ムを兼ねた植物と昆虫等の観察です。紅葉の始まった木々を眺めながら、各リーダー等の丁寧な説明に参加者は

興味を深めているようでした。今回は観察した動植物のスケッチを行った班もあり例年より熱心な観察が見られ

ました。ビンゴゲームは分かりやすい設定でほとんどの参加者が完成していました。 

バーベキュー場に着いてネイチャークラフトの開始、最初は昨年時間の関係でできなかった「八重のかざぐる

ま」作りです。約 20cm 四方のやや厚い色紙を型紙に合わせて切り竹串、ドングリ、留め具等で作ります。切っ

た羽根を竹串に差し込むのに多少コツがあります。最初戸惑った子供たちもほとんど自分で完成し、走り回って

かざぐるまを回し楽しんでいました。 

 次はシラカシ等の葉を使った巻き笛です。葉の両端を切り幅 4mm ほどに巻きセロテープで止めます。次に口で

くわえる部分をつぶして吹くだけの簡単なモノ。しかし作るのは簡単ですが吹き方に要領があり鳴らすのに苦労

した人もいたようです 

ネイチャークラフトでお腹のすいたところでカートンドッグの調理に入ります。カートンドッグはパンを切っ

てキャベツ、ソーセイジをつめアルミホイルで二重に包み牛乳パックに入れ火をつけるだけ。キャンプなどで経

験している子供も多く焼き上がったドッグを美味しそうに食べていました。 

大体お腹のいっぱいになったところで今回の最大のイベント「バ

ウムクーヘン」作り。まずホットケーキミックス、牛乳、卵、砂

糖を大きなボールに入れよく混ぜ生地を作ります。次に節を抜い

た直径約 10cm 長さ 1.5m の青竹の両端を 2人で持ち、中央の 30cm

の幅にお玉で生地を塗り回しながら炭火で焼きます。子供たちは

生地を作る係、お玉で生地を塗る係、青竹を回し焼き上げる係と

分かれてガンバリます。キツネ色の焦げ目の着いたところでまた

生地を塗ります。これを繰り返すこと 10 数回、1時間半位掛かり

ました。例年だと子供達が関心を持つのは最初の 30 分位、後は遊

び始める場合が多いのですが、今年は年かさの子が多い班ではマ

ジメに最後まで焼き上げていました。さらに今回は各班のリーダーのカラーが発揮され、生地を分けバウムクー

ヘンを 2回作る班、過去の経験から別に砂糖を持参する班、材料の量を調節し余った卵をゆでて食べる班等様々

でした。いずれせよ参加者はカートンドッグ等とは別腹で手作りのバウムクーヘンを味わっていました。 

 この後全員近くの広場に移り閉会式を実施。かながわトラストみどり財団の挨拶と修了書の授与後、講評と各

チーム代表による感想の発表を行いました。感想は「自然とのふれあいが楽しくまた参加したい」、「バウムクー

ヘンが良くできた」等、また保護者のアンケートでは「これまで送迎だけだったが初めて参加して大変楽しかっ

た」という声もありました。 

 最後に全員を引率し、紅葉のやや進んだバーベキュー場を後にパークセンターに向かいました。 (松田記) 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて 

「秋の里山原風景・金目川と土屋一族跡を巡る」 

日 時：10月19日（土）雨天中止 

10月23日（水）10:00～15:00 晴 

場 所：平塚市 

参加者：31名（19日中止、23日31名） 

スタッフ：8名（鈴置、吉原、河野、田口、松田、広川、梶浦、大橋） 

 

 

バウムクーヘンづくり 
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今回は、秋の青空の下、初冠雪が観測された富士山を眺めなが

らの散策となりました。19 日（土）は、雨天中止となり残念で

した。 

金目地域からは、秦野盆地、足柄山地と丹沢山地の境界となる

酒匂川の谷と標高の低い地域がつながり、箱根や丹沢の山々に邪

魔されることなく、約 50 ㎞先にある富士山を裾のまで、きれい

に眺めることができます。 

金目は、金目川が形成している扇状地と変動が激しい大磯丘陵

に広がる地域です。また。「自由民権の里」と言われ、明治時代、

自由民権運動が盛んだった地域でもあります。 

 扇状地は、河川が洪水時に流路を頻繁に変えながら形成した地

形です。したがって、昔から、金目は水害に悩まされてきました。人々は、堤防を築き、水害を防ごうとしてき

ましたが、なかなか、水害から逃れることはできませんでした。文禄４年（1595）に発生した洪水の被害を知っ

た徳川家康は、御所様堤と言われるようになる大堤の築堤を命じ、その結果、金目川は大磯丘陵側に流路が固定

されました。この流路の固定により、金目川の天井川化が進み、

さらに水害が頻発するようになったそうです。 

御所様堤からは、天井川化した金目川の様子がよく分かりまし

た。金目川左岸は金目川河床より標高が数 m 低くなっていて、明

治 3年の水害では、大きな被害を出したそうです。 

坂東三十三箇所第 7 番札所の金目観音では、ハクウンボク、カ

ヤ、シキミなどの樹木を観察しました。 

自由民権運動の拠点となった宗信寺は、三郡共立学校（神奈川

県立秦野高等学校および神奈川県立平塚農業高等学校の前身）が

開設された地でもあります。また、3.11 東日本大震災の津波で被

災した石碑が移設されていました。 

宗信寺から昼食場所の飛谷津まで金目川の堤防を歩きました。途中、アラカシ、エノキ、ハリギリ、イヌシデ、 

ミズキ、アオキ、ヤブツバキ、オニグルミ、エノキ、ムクノキ、トキリマメ、ガマズミ、ミズヒキなどの植物を

見ることができました。 

昼食後は、三笠川沿いに、ワイヤープランツ、カラスウリ、ウグイスカグラ、マルバルコウソウ、クサギなど

の植物を観察しながら妙円寺に向かいました。さらに、関東ふれあいの道を歩き、鎌倉幕府の御家人・地頭の土

屋宗遠等が眠る土屋一族の墓や土屋城址へ。最後は、木村植物園で休憩とお買い物となりました。 （大橋記） 

 

■名瀬谷戸の会 

作業 1回目 

日 時：10 月 5 日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 26 名（JFIK：8 名、地元・地域ボランティア 13 名、  

横浜メダカの会 5名） 

作業内容：モウソウチク保全管理作業のテープによるマーキング作 

業（150 本）、ゾーン 1のホオノキ周辺のモウソウチク伐  

採（33 本）、子ども班は伐採した竹の枝払い、水生生物 

調査（メダカの会） 

 

 

作業 1回目集合写真 

 

金目川堤防上からの富士山 

 

三笠川沿いを歩く 
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作業 2回目  

日 時：10 月 15 日（火）10:00～15:00 

参加者：合計 13 名（JFIK：5 名、地元・地域：8名） 

 

作業 3回目  

日 時：10 月 21 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 8名（JFIK：5 名、地元・地域：3名） 

作業内容：台風 19号の被害調査（10 月 15 日 4 班に分かれて実 

施）、モウソウチク保全管理作業のテープによるマーキン 

グ作業、ゾーン 1のホオノキ周辺のモウソウチク伐採、 

ゾーン 6のモウソウチク皆伐作業     （福田記） 

 

■森こい倶楽部第十七回 

狩場三緑地を巡る（横浜市保土ヶ谷区） ワンテーマ：秋の七草 

日 時：10 月 6 日（日）晴 

参加者：梶浦、金子、坂間、皆川、山路、吉原、石川、小池、久野、会員以外の参加者（女性）2 名、広川（案

内人）、以上 12名 

コース：京急井土ヶ谷駅→バス→児童遊園地前バス停→（横浜市児童遊園地・横浜市こども植物園・英連邦戦没

者墓地）→公園前バス停→バス→京急井土ヶ谷駅（歩行約 4㎞） 

概 要：今回は JR保土ヶ谷駅にも近い狩場町付近にある「狩場三緑 

地」を歩きました。「狩場三緑地」の名前は地図や自然散策案内書に 

は登場しません。私たちの仲間で、このコースを設定した久野さん 

が名付け親だからです。 

狩場の丘に広がる緑豊かな横浜市児童遊園地・横浜市こども植物

園・英連邦戦没者墓地の三緑地です。子供向けの名が付いています

が、谷戸の風情を残す緑豊かな児童遊園地、樹木・草花・果樹・竹

林・温室など JFIK メンバーも時間を忘れて楽しめる植物園など、是

非一度訪れることをお勧めします。 

隣接する英連邦戦没者墓地は、第二次大戦時に日本で亡くな 

った英連邦軍捕虜の約 1500 名の方々が眠る墓地です。広大な墓地は横浜市にありながら異国空間が広がってい

ます。オーストラリア軍兵士の墓地にはユーカリの大木、カナダ軍兵士の墓地にはサトウカエデなど、故国ゆか

りの樹木が植栽されています。墓碑には、埋葬された兵士の氏名や家族の哀悼の言葉と共に、没年令が刻まれて

いました。多くの兵士は 20 歳代の前半でした。中には 19 歳も。皆で合掌しました。      （広川記） 

 

■四季の森公園 「菊の仲間の植物観察会」  

日 時：10 月 6 日(日) 13:00～14:30 雨 

一般参加者：9名、公園スタッフ 1名 

リーダー：片山、日比野 

 午前中、雨続きで天候があまり良くなかったので、来園者が非常に少

なかった。午後になってからは少し雨が弱まるも、最低気温と最高気温

の差がなく 22℃程度一般参加者は 10 名に満たなかったのでリーダー2

人で 1グループを案内した。 

 

ゾーン 6のモウソウチク皆伐作業 

 

英連邦戦死者墓地にて 

 

観察の様子 
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 観られた主なキク科植物はカントウヨメナ、シラヤマギク、ヨモギ、アキノノゲシ、セイタカアワダチソウ、

ハルジオン、ヤブタバコ、コヤブタバコ、ガンクビソウ、ヒヨドリバナ、オオブタクサ、ハキダメギクなど、気

になったのはアザミの仲間が少なくて菖蒲田の脇斜面にマルバフジバカマがかなり増えていたことである。 

 キク科植物以外にもアキノウナギツカミやミゾソバ、ツリフネソウ、キツリフネ、まだ咲き残るヒガンバナ、

返り咲きしたヤマザクラなど公園に咲いていた花も堪能することができた。          （片山記） 

 

 

■四季の森公園 「里山アカデミー野草ガイド育成講座 第 5 回」  

日 時：10 月 14 日（祝・月）10：00～14：30 

参加者：7名、公園から小野澤パーク・コーディネーター、JFIK 品川 

概 要：10 月 10 日の小野澤さんの園内調査から 15 種類の植物を選定

して、野草ガイドの教材とした。午前中は前回リクエストのあったマ

テバシイと竹を用いた八重のかざぐるまを取り上げた。四季の森公園

ではクラフトの種類が少ない事もあり、今後期待できる野外活動のメ

ニューに成長してもらいたいと思った。クラフトの後、池を左回りに

ツリフネソウ、アキノウナギツカミ、ミゾソバ、ミズヒキ、イヌタデ、

シャクチリソバ、キツネノマゴ、シロヨメナなどを観察し、解説の練

習も行った。                    （品川記） 

 

■四季の森公園 「自然を訪ねて～実りの秋と草花たち～」  

日 時：10 月 27 日（日）13:00～15:00 曇 

参加者：一般 17 名、公園スタッフ１名 

リーダー：鈴置、サブリーダー：花田、山内、スタッフ：大橋、日比野、吉原、西岡 

 

台風 19 号、21 号関連の大雨が続き、天候が危惧されましたが、

本番当日は曇で、終日、雨の心配もなく、いつも通りの自然観察

会を楽しむことが出来ました。 

今回のテーマは「実りの秋と草花たち」、まず種子の旅立ちを種

子の散布方法（風散布、動物散布、自動散布、水散布）に分類し

ながら観察します。その中でもドングリについてはより詳しく見

ていきます。次に紅葉は、この時期にはほとんど観察できないの

ですが､JFIK の四季の森公園での自然観察会が来年１月開催まで

ないことからこのタイミングで説明することにしました。 

3 班に分かれ、公園事務所前からスタートし、池、芦原を左に

見ながら一周するコースで歩きました。風散布ではアキニレ、イロハモミジが多数、種子をつけており実際に手

に取って飛ばしてみました。また鳥散布ではガマズミ、マユミ、サンシュユがカラフルな実をつけておりいかに

も鳥の目を引きそう。ガマズミの赤い実には虫こぶが多数ついてヌルデの虫こぶとともに参加者の興味を呼びま

した。コースの途中でコナラのドングリが多数、落ちていたので、ドングリについての説明を行います。ドング

リは日本には 20 種類以上あること、貯食散布について、一年成と二年成があること、凶作と豊作の年があるこ

と及びその理由にいくつか説があることなど。コース沿いにイノコヅチ、アメリカセンダングサ、ヌスビトハギ、

チカラシバなどがくっ付き虫を準備していて人の服が触れるのを待ち構えています。自動散布のツリフネソウの

花は終期でごくわずか、小さな種子の入った鞘が成長を始めていました。 

 

室内で八重のカザグルマを作る 

 

芽の出たドングリはあるかな？ 
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次に紅葉ですが、見頃だったのはスタート地点のカツラの黄葉のみ。ニシキギが一部、紅葉を開始したところ

です。紅葉、黄葉のメカニズムの違いについて説明しました。コースを歩きながら、咲いている草花や果実も立

ち止まって観察しました。花ではアキノウナギツカミ、ミゾソバ、シュウメイギク、オシロイバナ、コスモス、

イヌタデ、ハナタデ、ミズヒキ、シャクチリソバ、ツクバトリカブトなど。実ではノササゲ、ヤブマメ、ツルマ

メ、オニドコロなど。自然観察会の最後、事務所直前の石垣に今日、開花したと思われるツワブキの光沢のある

黄色い花がわれわれをお疲れ様と迎えてくれました。                     （山内記） 

 

■室内勉強会 「日本の森林資源活用の必要性と活用策」＋「日本のお城の木造復元」 

日 時：10 月 18 日(金)18：00～20：00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム 

講 師：JFIK 横山俊輔さん（29 年） 

参加者：梶浦、河野、菅原、鈴木(康）、中澤(均)、西岡、久野、三樹、皆川、吉原（10 名） 

 

1． 前半：「日本の森林資源活用の必要性と活用策」                          

豊富な蓄えを持つ国内の森林資源を上手に使い、国内木材を「伐って、使って、植える」という循環の輪を 

回していくことを実現するという観点で、日本の森林資源の現状と最近の木材利用や研究成果の例を話してい 

ただきました。 

CLT(直交集成板。ひき板を横に並べて層ごとに直交させて接着した大板パネル)建築は、欧米では実績があり

ますが、日本では実証実験段階で現在 400 棟ほどです。立てれば壁や柱、寝かせれば床として使用でき、木材で

の中高層建築が可能です。42階建てで CLT を使う構想があります。工場で作成した CLT のパネルを使用して積木

やブロックで家やビルを作るプレハブ建築に似た感じであり、コンクリートよりも軽く、建築工期が短くなりま

す。実用段階へ向けては、簡易な構造設計法の確立、価格、CLT のパネルの運搬などの課題があります。 

このほか、耐火性の工夫、公共建築物への木材の使用の推進、バイオマテリアルとしての木材・プラスチック複

合材、セルロースナノファイバー（CNF）、木質バイオマス、木製ガードレールなどについても話がありました。 

 

2．後半：「日本のお城の木造復元」 

木材利用との関連も含めて、熱く語っていただきました。 

姫路城、松本城、犬山城などの 12の「現存天守」のほかは、すべて復元された天守です。復元した天守は、全

体を復元した「木造復元天守」、外観のみを復元した「外観復元天守」、天守があったが細かい情報はないもの

を復元した「復興天守」、天守はもともとなかったものを作ったり、別の場所に作ったりした「模擬天守」に分

類されます。 

平成になってから復興ブームが続いており、木造復元天守として、掛川城、白河城（絵図から復元）、新発田

城、白石城（宮城）、大洲城（愛媛、すべて国産材使用）が復元されています、最近は写真や絵図に基づき忠実

に復元することが求められています。名古屋城の木造復元の計画があります。資料が多く完璧な復元ができると

いわれていますが、復元は始まっていません。                       （西岡記） 
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「三体」 

 

著 者：劉慈欣（りゅう・じきん／  

リウ・ツーシン） 

発 行：早川書房 

発行日：2019 年 7月 15 日 

価 格：本体 1900 円＋税 

NHK の朝ドラで、アニメについて「ありえないように

見せて、本当のことを書く」、「ありえないことを、本

当のように書く」というセリフがあった。 

本書は、地球外生命体との遭遇をテーマにしている。

ありうるのか、ありえないのか。読者の好奇心を湧き

立たせ、ワクワクさせるとともに底なしの淵をのぞく

ような恐怖感もあたえる。 

知らない世界に迷い込んで、そこに楽しさを感じるこ

とは、私たちの活動にも通じるものがある。そして、

私はこの好奇心、想像力、もしかしたら妄想力を失わ

ないように時々SF小説を読んでいる。 

本書の著者は中国人。アジア圏では初のヒューゴー

賞長篇部門を受賞。台頭する中国の底力を感じさせる。 

なお、本書は 3 部作の第 1 部。2020 年以降、第 2 部、

第 3部が翻訳・刊行される予定。      （狛） 

 

会員異動 

＜10月度の会員異動＞ 

10 月 31 日現在会員数 165 名 

月例会を開催しました 

日 時：10 月 25（金）18：00～19：30 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 11 名、監事 1名、会員 4名 計 16 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員

には、会報に同封してお送りします。 
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掲 示 板 

 
編集後記 

  
  月間ブックレビュー 

いつになったら秋が、と思って

いましたが、いつの間にか 11月

に。実は、秋が短くなったので

はなく、温暖化で、冬が短くな

っているのだとか。(小池) 

県内の低山もそろそろ紅葉シー

ズン。木々が色づくのが楽しみ

です。 (松山) 

 


